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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
家
事
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
け
る
児
童
の
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
必
要
な
保

護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
九
月
一
日
時
点
で
本
邦
に
在
留
し
て
い
た
四
百
一
人
の
家
事
支
援
活
動
を
行
う
外
国
人
（
国
家
戦
略
特
別
区

域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
外
国
人
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
第
十
五
条
第
五
号
に
掲
げ

る
家
事
を
代
行
し
、
又
は
補
助
す
る
業
務
（
以
下
「
五
号
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
場
合
に
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
家
事

支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
け
る
特
定
機
関
に
関
す
る
指
針
（
平
成
二
十
七
年
九
月
九
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
。
以
下
「
指

針
」
と
い
う
。
）
第
四
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
機
関
（
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
機
関
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
研
修
を
受
講
し
た
者
は
、
四
人
で
あ
り
、
平
成
三
十
年
九
月

一
日
ま
で
に
実
際
に
五
号
業
務
が
行
わ
れ
た
回
数
は
、
延
べ
七
十
五
回
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
時
点
で
、
第
三
者
管
理
協
議
会
（
指
針
第
二
第
二
項
に
規
定
す
る
第
三
者
管
理
協
議
会
を

一



い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
利
用
世
帯
（
指
針
第
二
第
三
項
に
規
定
す
る
利
用
世
帯
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
お
け
る
児
童
の
傷
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
故
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
指
針
第
七
の
規
定
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
一
年
に
一
回
の
監
査
の
他
に
、
利
用
世
帯
に
お
け
る
児
童
の
傷
害
や
死

亡
と
い
っ
た
事
故
が
発
生
し
た
場
合
を
含
め
、
第
三
者
管
理
協
議
会
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
特
定
機
関
は
、
五
号

業
務
を
行
う
外
国
人
を
直
接
雇
用
し
て
い
る
本
社
又
は
直
営
事
業
所
に
お
い
て
、
第
三
者
管
理
協
議
会
に
よ
る
監
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
第
三
者
管
理
協
議
会
が
求
め
た
と
き
は
、
特
定
機
関
は
、
是
正
の
た
め
の
措
置

を
講
じ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
第
三
者
管
理
協
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

五
号
業
務
を
利
用
世
帯
に
提
供
す
る
特
定
機
関
が
設
置
す
る
施
設
の
う
ち
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六

十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
（
少
数
の
乳
児
又
は
幼
児
を
対
象
と
す
る
も
の
そ

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
同
法
第
三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い

も
の
（
同
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
（
以

下
「
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
既
に
、

二



同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
御
指
摘
の
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
指
導
監
督
基
準
」
に
つ
い
て
は
、
認
可
外
の
居
宅

訪
問
型
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
子
ど

も
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
（
以
下
「
専
門
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
家
政
士
」
に
よ
る
「
育
児
の
手
伝
い
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と

お
り
、
既
に
、
児
童
福
祉
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
都
道
府
県
知
事
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
御
指
摘
の
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
指
導
監
督
基
準
」
に
つ
い

て
は
、
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
そ
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
専
門
委
員

会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


